
令和２年度

評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現状及び取組状況 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 備考 判定結果
（中間）

判定結果
（最終）

今後の改善策

基礎的・基本的な知識や
技能の確実な定着を図
り，学力向上をめざす。

授業のドリル練習・スキルタイ
ム・家庭学習を通して漢字や計
算の力の定着に向けて，反復
練習させるとともに，個別の指
導を充実させる。

学習指導部
（教務主任・研
究主任）

スキルタイムや小テストの実
施等により，漢字力や計算力
は年々向上しているが，個人
や学年によって基礎学力の
定着に差がある。

【成果指標】
学年相当の漢字，計算
の力が身についてい
る。

学年相当の漢字，計算のテスト結果が８０％
以上である児童の割合が
A：８０％以上　　　B：７０％以上
C：６０％以上　　　D：６０％未満

漢字・計算の確認テスト
（学期末）

B A

２学期終了時の目標数値はクリアした
が，ボトム層にいる特定の児童のサポー
ト体制をとりながら全体のレベルアップに
つなげる。

学習習慣の確立に努め，
主体的な学習態度を育
てる。

自主学習ノートは，年間３冊を目標
に継続して毎日取り組む。ノートの
質の向上にむけ，ノート，プリント，
成果物等をシェアすることでレベル
アップにつなげる。

学習指導部
（教務主任・研
究主任）

目標冊数の設定や家庭学習頑
張り週間の取り組みにより，自主
学習ノートの取り組みは定着して
きた。しかし，ノートの内容は，個
人によってかたよりが見られる。

【満足度指標】
自主学習ノートの内容
が工夫できている。

ノートの内容が工夫できていると思う教員が
A：９０％以上　　　B：８０％以上
C：７０％以上　　　D：７０％未満

教師が毎日のノートで
チェック

A A

自主ノートへの取り組みは，定着し安定し
ている。低学年の取り組み状況も良好で
あるが，継続性と質の向上を目指した
い。

学校全体でいじめの未然
防止に努め，いじめのな
い学校づくりを推進する。

いじめアンケート・QU調査そし
て児童の日頃の様子などをもと
に，児童や保護者ときめ細かな
関わりを大切にする。

生徒指導部
（生徒指導主
事・道徳推進
教師）

きめ細やかな児童や保護者
との関わりを推進してきた結
果，深刻ないじめはないが，
互いを思いやれる優しい心を
さらに育てていきたい。

【満足度指標】
児童が友人関係などで
悩んだときに，相談でき
る人がいる。

友人関係などで悩んだときに，相談できる人
がいる児童の割合が
A：１００%　　　　B：９０%以上
C：８０%以上　　D：８０%未満

児童対象アンケート
（学期末）

B B
児童理解の会やQUを活用し，先生方全
員で全校児童を見守るということを大切
にしていく。

明るく，自分からあいさつ
ができる子どもたちを育
てる。

児童会・学級会で目標をた
て，さらに職員も取り組みを
工夫してあいさつ運動に取り
組む。

生徒指導部
（生徒指導主
事・道徳推進
教師）

自分からあいさつできる児童
が少ない。自分からあいさつ
をしてくれていても，声が聞こ
えないことが多い。

【満足度指標】
明るいあいさつが，自
分からできる。

明るいあいさつが自分からできる児童が多
いと判断する教員が
A：９０%以上　　　B：８０%以上
C：７０%以上　　　D：７０%未満

教職員アンケート
（学期末）

B B
朝の玄関先でのあいさつは自分からでき
る児童が増えた。そのあいさつを他の場
面でも広めていくように指導していく。

③キャリア教育・進路指導
自己理解，自己管理能
力を意識したキャリア教
育を推進する。

キャリア教育でつけたい力や重
点目標を意識し，年間指導計画
に沿った指導を行う。また，キャ
リアパスポートを活用し，活動
後の振り返りを充実させる。

生徒指導部
（キャリア教育
担当）

キャリアパスポートの活用と
いう新たな取り組みと義務教
育９年のスパンでキャリア教
育を意識して進めている。

【満足度指数】
活動後に振り返りを行うこ
とで，児童の自己理解，自
己責任能力が高まってい
る。

振り返りを行うことで，児童の自己理解・自己
管理能力が高まっていると判断する教員が
Ａ：９０％以上　　　Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上　　　Ｄ：７０％未満

教職員アンケート
（学期末）

B B
自己を振り返りながら，自分の成長の過
程を確認していくためのキャリアパスポー
トを有効に活用していく。

④保健管理
自ら進んで，健康なか
らだをつくろうとする
態度を育てる。

学期始めに「げんき
アップ週間」を実施
し，自分の生活を振り
返る機会を持たせる。

保体指導部
（保健主
事・養護教
諭）

早寝・早起き・朝ご飯については
ある程度定着が見られたが，メ
ディア使用については達成率が低
かった。今年度は清潔な生活に心
がけるように意識の向上を図り，
実践させたい。

【成果指標】
元気アップ週間の期間中，学級
や家庭で清潔な生活について振
り返り，普段の生活において実
践が身についている。

期間中清潔な生活を実践している
児童の割合が
A：90％以上　　　　B：80％以上
C：70％以上　　　　D：70％未満

元気アップカード
（実施後）

A A

「元気アップ週間」に限ったことではなく，どの学年も
普段からしっかり取り組み，清潔な生活を心掛ける
ことが習慣になってきている。今後も手洗い・消毒・
密を避ける・体温測定などの健康チェックを徹底して
いく。

⑤安全指導
安全教育を推進し，職
員の危機管理意識と危
機対応能力を高める。

避難訓練は，本校の地理的条
件を想定して行う。その他感
染症予防に対する職員の研修
を行い安全教育の充実を図
る。

教頭・安全教
育担当

避難訓練は小中合同で行い，
本校の立地条件から想定した
訓練を行いたい。また，安全
教育に対する職員の意識を高
め児童への指導に活かした
い。

【満足度指標】
避難訓練や研修会を通し
て，危機管理意識や危機
対応能力を高めることが
できる。

避難訓練や研修会の実施により，危機管理
意識や危機管理能力が高まったと判断する
職員が
A：９０％以上　　　B：８０％以上
C：７０％以上　　　D：７０％未満

教職員アンケート
（学期末）

A A

新型コロナ感染症に対する安全指導や熊や猿の出没に
よる安全指導の対応，不審者対応は地域の方や保護者，
警察と連携して行うことができた。中学校との合同での避
難訓練は，感染対策の面からも工夫して取り組んでいく必
要がある。

⑥特別支援教育 児童についての理解を深
め，それぞれの児童の困
り感が減るように支援し
ていく。

児童の困り感に対する支援
を，専門相談や校内支援委
員会等を通して検討し，実践
していく。

生徒指導部
（特別支援コー
ディネーター）

これまでも，児童の困り感が
軽減するように支援方法を考
えてきた。引き続き支援方法
を検討し，実践していきた
い。

【努力指標】
支援の必要な児童につ
いて現状を把握し，支
援の在り方を見直す。

児童の現状を把握し，支援の在り方を見直し
たり，実践できたりした教員が
A：９０％以上　　　B：８０％以上
C：７０％以上　　　D：７０％未満

教職員アンケート
（学期末）

A A

今後も校内支援委員会等を通して，児童の現
状を把握し，支援が必要な児童についてどの
ような対策をとるか検討していく。状況に応じ
て，専門相談等の外部機関とも連携する。

⑦組織運営・業務改善

業務の平準化をめざす。
部会で業務の分担や行
事の内容の精選につい
て検討する。

学校運営委員
会
（教頭・各主
任）

業務改善の意識は高まり
つつあり，協力体制もよい
が，主担当者の負担が大
きくなりがちである。

【努力指標】
各部会で業務が平準化さ
れるように内容を見直し適
切に仕事を分担し，実施
することができる。

業務が平準化されるように計画し，実施する
ことができたと判断する部会が平均値で
Ａ：３　　　　　　Ｂ：２以上
Ｃ：１以上　　　Ｄ：１未満

毎回の部会でチェック B Ｂ

平均値は，1回目は2.5，2回目は2.2であった。今年度は特
に全職員での協力体制はあっても計画段階で昨年までと
同様に進めることができず各主担任の負担が増えたこと
も要因として挙げられる。今後の行事の在り方を見直しな
がら業務の改善を進めていくことが必要である。

「読むこと」の力を高める
授業づくりを研究する。

個の「読む」力を高める授業
を工夫する。

研究推進委員
会

2年間の研究の成果で，授業
改善や全校共通の実践が行
われている。さらに個の力を
高めることに狙いを絞り授業
改善を行う。

【努力指標】
個の「読む」力を高める
ことを意識した授業改
善に取り組む。

個の「読む」力を高めることを意識した授業
改善に取り組んだと判断する教員の割合が
A：９０%以上　　　B：８０%以上
C：７０%以上　　　D：７０%未満

教職員アンケート
（学期末）

A A

個の「読む」力を意識した授業改善，特に「学び合
い」「振り返る活動」に重点を置いた実践ができた。3
学期には校内研修会を持ち，指導主事からの助言
を基に，さらに「読む」力の向上を目指して研究を継
続する。

計画的なＯＪＴと若手層に
とって有効な研修を実施
し，人材育成を目指す。

ＯＪＴ等のサポートを計
画的に開催する。

若手早期育成
プロジェクト
コーディネー
ター

本校の若手の占める割合が
半数以上を占めている。これ
まで行ってきたＯＪＴを，より
若手層に還元できるように計
画的に研修を行う。

【満足度指標】
若手層に力のつくOJT
を計画的に実施するこ
とができる。

ＯＪＴ等が計画的に実施され，若手層にとっ
て有効であったと判断する教職員が
A：９０％以上　　　B：８０％以上
C：７０％以上　　　D：７０％未満

教職員アンケート
（前・後期）

B B
教師集団の年齢層がさらに若年化する
傾向から，OJTの有り様を再構築する機
会でもあるととらえている。

⑨保護者，地域との連携
地域の人材を活用した教
育活動を推進する。

地域の方や保護者の協
力を得て，地域学習や伝
統文化の継承等におけ
る学習効果を高める。

教頭
各担当

児童の教育活動の充実のた
めに，より積極的にまた，継
続的に地域人材や保護者，
学習の素材となる場所を活
用する。

【満足度指標】
地域人材等を教育活動の
中で積極的に活用し，教
育的効果を高めることが
できる。

地域人材等を積極的に活用し，教育的効果
を高めることができたと判断する教職員と保
護者が
A：９０％以上　　　B：８０％以上
C：７０％以上　　　D：７０％未満

教職員アンケート
保護者アンケート
（学期末）

C A

新型コロナ対策により活動が制限される中でも，全学年で
地域の方や市・県の事業の協力を得た多様な学習を行
い，学習効果を高めることができた。今後も地域の人材や
学習の素材となる場所を積極的に授業に取り入れていき
たい。

⑩教育環境整備 ICT機器を活用し，児童
が意欲的に活動できる教
育環境の整備と教職員
の業務改善を推進する。

Ｗｉ-ｆｉ環境を活かし，デジタル教
科書等のICTを有効活用した授
業を積極的に行い，児童も有効
活用できるように更なる整備を
行う。

事務・教頭・
視聴覚担当

Ｗｉ-ｆｉ環境の整備により徐々
に活用が浸透してきている
が，より積極的に使用できる
環境の整備や手立てが必
要。

【努力指標】
ICT機器等を活用し，児童
が意欲的に活動できる教
育環境や自身の業務改善
を目指す。

月1回以上デジタル機器を活用して授業や業
務改善に取り組んだ教職員が
A：９０％以上　　　B：８０％以上
C：７０％以上　　　D：７０％未満

教職員アンケート
（学期末）

A A

Google Chromeの導入によりICT機器を活用し
ての指導の場面が多く見られた。ICT支援員も
上手く活用しながら，今後もさらに教育環境や
業務改善をめざしていきたい。

学校関係者評価

加賀市立橋立小学校　　校長　紙井　かおる　　印

・あいさつは他の地域の学校と比較してもとてもよくなっている。
・新型コロナウイルスによる子どもの心理状態が心配である。これからも保護者，地域と学校が連携して心身ともに健康な子ども達を育ててほしい。また，先生方も心身ともに健康であってこそ質の高い教育が行える。働き
方を考えて疲労が蓄積しないようにしてほしい。
・加賀市の学校で積極的なＩＣＴの活用が行われているが，最低限の個人情報を守ることを前提に，コンピューター端末の活用のルールや目が悪くならないようにする等の保健指導，ゲームなどの依存症にならないように
するといった，上手にＩＣＴ機器を活用できる子どもを育ててほしい。
・中1ギャップにならないように，中学校と連携して早めの対応を心がけてほしい。

学校教育ビジョン　　【学校教育目標】　心豊かにたくましく　　自らの生き方を創造する　　　児童生徒の育成
　
　【目指す子ども像】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　【経営目標】
　　　・自ら進んで学び，将来の夢に向かって努力する子（自主性）　　　　　　　    　　（１）授業改善のために主体的に研究・研鑽し，確かな学力の向上に努める。
　　　・思いやりの心を持ち，他者も自分も大切にする子（道徳心）　　　　　　　    　　（２）暖かで優しい心を育成し，互いの良さを認め合える人間関係づくりに努める。
　　　・社会のルールやマナーを守り，責任を持って行動できる子（社会性）　　　    　　（３）基本的生活習慣を身につけ，健やかな体の育成に努める。
　　　・心身ともに健康で，何事にも根気強く挑戦し，やり遂げる子（健全な心身）　    　（４）小中併設校の特色を生かした連携の取組を深め，学校・家庭・地域との連携に努める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　（５）組織的・機能的な学校運営に努める。

 学　校　評　価　【　計　画　書　・　報　告　書　】

①教育課程・学習指導

②生徒指導
※いじめの未然防止

⑧研修


